
木工 

 

 木工芸は長期間にわたって伝統建築や漆器、籠細工など数々の工芸品において根幹となる要素

でした。1970 年にはその重要性が正式に認識され、重要無形文化財に指定されました。 

 

 日本は多様な気候や変化に富んだ地形のおかげで、木工芸に適した様々な木材が豊富に自生

していました。縄文時代（紀元前 1 万～400 年）の遺跡からは椀や弓、舟など、簡易な木製品

が発掘されています。 弥生時代（紀元前 400～200 年）の鉄器の普及や、古墳時代（約

250～552 年）にはアジア大陸から専門技術者や職人たちが渡来、その影響を受け木工芸は精

巧で洗練されたものになっていきました。17 世紀になると、都市化や裕福な商人階級の台頭によっ

て木工芸が人気となります。これまでになく巧みで華やかな作品が求められ、そうした需要に応えるた

め、より高度な木工技術が発達していきました。国際貿易や外国との交流が盛んになった 19 世紀

以降、外国でも日本の工芸品への需要が高まり、木工職人たちは伝統の技術を生かし、芸術性の

高い革新的な作品にも挑戦するようになります。こうして木工芸は芸術の主要分野の一つとしての

地位を確立しました。 

 

 石川県の木工芸は、「指物（さしもの）」、「刳物（くりもの）」、「曲物（まげもの）」、「挽物

（ひきもの）」の 4 つに大別されます。「指物（さしもの）」は、釘を使わずに木の板やパネルを組み

立てる技法です。通常は接合部が外から見えないように仕上げます。「刳物（くりもの）」は、木のか

たまりをかんなや刃物、ノミでくり抜いて形作っていく技法です。木目などの特徴を見極め、素材の持

ち味を最大限に生かせるよう作品を仕上げていきます。「曲物（まげもの）」は、スギやヒノキなどの

針葉樹を湯に浸して柔らかくし、円柱や楕円に曲げて細工をする技法です。防腐効果のある木材を

使用しており、これらの木材は保温や保湿性が高いため、おひつや弁当箱などによく使われます。そし

て、最後が「挽物（ひきもの）」です。これは、ろくろで回転させた木のかたまりに刃物をあてて成形す

る技法で、お椀やお盆など円形のものに適しています。これらの技法は、いずれも温度や湿度の変化

で木材が反ったり割れたりする可能性があるため、職人は木の性質を熟知していることが必須です。 

 

 石川で木工芸が目覚ましく発展した要因の一つは、木工芸作品が漆器の下地として使われたこと

にあります。木目をそのまま生かす山中漆器のみならず、金沢や輪島の厚塗り（漆を厚く塗り重ねる

ことで丈夫な塗膜を形成する手法）で華麗な装飾が施された漆器でも、漆を塗る土台として美しく

精巧に作られた木工品が不可欠だからです。 

 



 石川県は木工芸の重要無形文化財保持者を数人輩出しています。最初の認定者は、1970

年に「指物」で保持者に認定された氷見晃堂（1906～1975）です。このほか、1994 年に「挽

物」で川北良造（1935～）、2012 年に「曲物」で灰外達夫（1941～2015）が同保持者に

認定されています。それぞれの作家の木工芸作品は、石川県立美術館で見ることができます。 


